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○５月９日～ 

 

 先週は連休中に円高が進んで、一時１０５円台までドルが下がりましたが少し戻してい

ます。 

 先週末の米国・雇用統計は予想よりも悪かったため発表直後は少し円高に振れましたが

最後は１０７円まで戻しているため崩れは今の段階では大丈夫そうです。 

しかし、１０日にパナマ文書の全容が明らかになるということで、内容次第ではマーケ

ットにも影響が出るかもしれないので注意がいります。 

   

 

＜ドル／円＞ 

 

ドルがもう一度１０５円台を試しにいくかどうかは材料次第と言えそうです。 

日本の政府関係者がけん制発言を続けていることで投機筋はやや慎重になっています。 

 １０７．５円を超えることができれば１０８円台前半まで戻す可能性が出てきます。 

  

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も軟調な動きとなっていますがテクニカルで見るとサポートぎりぎりあたりに

きているペアも多く、ここから下げ始めると大きく下がっていくリスクがあります。 

 損切りは必ず入れておきたいです。 

豪ドルは利下げの影響もあり、しばらく軟調かもしれません。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、米国では小売売上高、生産者物価指数、ミシガン大学消費者信頼感指数などが

発表されます。 

 欧州では、ユーロ圏とドイツで鉱工業生産、ドイツで１－３月期ＧＤＰなどの発表があ

ります。 

ほかには、英国で政策金利、ＢＯＥ議事録・四半期インフレレポートの発表があります。 


